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ブ ドウ酒に樹脂処理を応用する研究

色調 と成分に及ぼす影響

天 野 義 文,松 野 広,加賀実元男

(昭和45年3月10日受理)

Studieson the Application ofIon Exchange

Processto the W ine Industry

EffectofResinTreatmentontheRemovalof

ColorandWineConstituents

YoshifumiAMANO,HiroshiMATSUNO andMotooKAGAMI

Theeffectsoffoursyntheticresins. Nylon6powder,VinylChloridepow-

der,DuoliteS-30andAsmit173N,oncolorremovalandwineconstituentswere

investigated. Theexperimentalresultsobtainedweresummarizedasthef()llow-

1ngthreeitems.

1) Nylon6powderandAsmit173N hadmoreexcellentdecolorizingability

thantheOthertwo.

2) Thedecoloringeffectsexhibited by resintreatmentbecamestrongerin

proportiontothecontributionratioineachwavelength.

3) Thepreventingeffectofresintreatmentfrom browningofthewinewas

recognized,becausebrowningofttleWinetreatedwithresinwasnotsoremar-

kableastheuntreatedwine.

緒 ロ

ブドウ酒の色調は,その品質を決める上で大きな比重を占めている｡ いわゆる褐変現象

は,原料,醸造プロセス,貯蔵管理等による要因が複雑にからみあい, 追求されるべきに

もかかわらず今なお明確ではなく,今後のさらに進んだ研究がまたれている｡ 爾来,多く

の研究者により活性炭素や特殊吸着剤処理による 着色防止や褐変したブドウ酒の脚色が試

みられてきたO 最近になって Nylonpowder処理による効果が FuLLER1)や VILLERS2)に

よって研究され,我国でも岩野,大塚 3) らによって試みられ,その有効性が報告されてい

る｡ここでは,いわゆる脱色用と呼ばれてるイオン交換樹脂 2種とNylon-6粉末及び塩化

ビニル粉末の計 4種の合成樹脂を用いて,ブドウ酒の処理を行ない, 色調,成分の変化,

復色具合を試験したので,その結果を報告する｡
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供 試 料

1. ブ ド ウ 酒

赤ブドウ酒 : 1965年産 MuscatBaileyA より製造

白ブドウ酒 : 1958年産甲州種より貼 豊したが, 当大学付属研究施設貯蔵庫に保存中

褐変を来たしたもの｡

2. 樹 脂

Asmit173-N (オランダ IndustrieeleMaatschAtpuActivitN･V･製)

D｡｡lit｡S-30(米 国 DiamondAlkaliCo･製)

Nylon-6粉末 (日本 レイヨン製)

塩化ビニル粉末 (昭和化学製)

実 験 方 法

実験はすべてバ ッチ方式で行なった0500ml*エルレンマイヤ-フラスコに樹脂 (被処

理ブドウ酒の 1%)を入れておき, ブドウ酒を注入後,往復操畳器で振遺し,グラスフィ

ルターで吸引液過し,分析に供した｡

1. 組 成 分 析 方 法

総酸 ･酒石酸 : A.〇･A･C･法 4'

亜 硫 酸 : R ANEING 法

ク エ ン 酸 : 比色法 5)

全 窒 素 : K JELDAHL法

pH : ガラス電嘩 pH計

2. 色 調 の 測 定

可視部 (370-660mJL)‥ 日立 FPW-4塾光電光度計

紫外部 (230-360mFL)‥ 日立 101型分光光電光度計

セル光路長は 10mm とし,蒸溜水の吸光度を0としたO

褐変指数-
430mFLの吸光度

530mFLの吸光度

結 果 及 び 考 察

1. 酸及び窒素について

(1) Nylon,塩化ピニ/レ処理

Nylon粉末は化学的に不活性であるところからブドウ酒に溶けた り, また,ブド

ゥ酒 と反応した りする事はほとんどないo 従って,酸及び窒素成分に対する影響は

少ない事が予想される. 契験によると,処理時間に対し総酸にわずかの減少がみら

れたが,pHにして 0･07以下であったo塩化- ′レ処理に対しても同様なことが言

える｡N成分の変化はほとんどなかった9
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Table II

BrowningIndexa) of theⅥ′inetreatedwithResinjTor30Minutes

T工･eatedwith

Nylon Asmlt173N DuoliteS-30 VinylChloride

DryRedWine l.26 1.28 1.26 1.26 1.27

DryWhiteWine 3.05 3.19 3.05 3.05 3.09

a)Absorbanceat430mFL
Absorbanceat530miL

Table Ⅲ

ContributionRatioofEachWaveLengthloTotalColorof the

WineTreatedwithResin
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a) Thesum oftheabsorbanceat370,430,470,530and660mFL

b) AbsorbanceateachwavelengthTotalColor.
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Nylon処理 39.50/0,塩化どこ/レ処理 3.6%, 白ブドウ酒ではそれぞれ 22.70/0,0.8

%で,Nylonの脱色能力は優れている｡ 一方, Asmit173-N とDuoliteS-30に

ついては,全般に Asmit173-N の方が脱色効果はあるが, Nylonのそれには及ば

なかったo

Nylonは -HN-R-NH-CO-R′-CO-のような アミド結合からなるポリアミン樹

脂であるが, Asmit173-N もポリアミン系樹月旨で, 他の二つとは構造的にも違 っ

ている｡ このことから脱色 とアミン基 とは何らかの関係があるものと推察される｡

処理後の褐変指数を T ABLE Iに示した｡各波長についての脱色率は差があるが,

指数の変化はほとんどない｡ このことから,各波長の脱色率比は一定であることが

わかった｡そこで,各波長 (370,430,470,530,660mFL)の吸光度の和を全色度

とし,各波長の吸光度 との比をとって, その波長の全色度に対する貢献度を考える

と, T ABLE Ⅲ に示すごとく, 処理前後の値は全色度の低下にかかわらず,ほほ一

定であることから,脱色は各波長につき, その波長の全色度に対する貢献度に応じ
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て行なわれていることがわかる｡ このことは処理酒を300C30日貯蔵したものにも

共通して貰えることであった｡ すなわち,全色度は貯蔵によって増加したが,各色

調の貢献度は変らなかった｡

3. 処理ブドウ酒の復色

各樹脂で処理したブドウ酒を 50ml容エルレンマイヤ-フラスコに入れ, コ/レク栓をし

て 30oCで貯蔵した｡ 復色具合は Fig.5に示した｡ Nylon,Asmit173-N 処理は脱色

率が大きく,しかも430mF',530mpの復色率に代表されるように,コン トロ-)I,のもの

より率は小名い｡ このことは着色物質の一部が除去されたと考えられ,率の低下からも脱

色効果は十分保たれている｡

Fig.5に示したように,貯蔵30日目には全色度は増加するが,吸光度/全色度の比率は,

貯蔵前後に差のないことから,ある波長のみ特異的に復色する事はなく, 各波長共,一定

比で復色することがわかるO またコン トロールに比較し,処理酒の復色率は小さいので,

処理による脱色の効果は保たれたものといい得る｡

以上 Nylom,Asmit173-N 処理は脱色率が大きく,復色率も小さかった｡ また利き酒

の結果,両処理とも樹脂臭は付かず,味への膨轡もほとんどなかった｡

DryRedWirle pl･学.WhiteWlne

Contro一

Nylon

Asmit173N

DuoliteS-30

VlnylChlorlde

1.0 2.0 3.0 1.0 20 3.0
TotalCol01･

Fig. 5. Browningofthewinetreatedwithresinandstored

for30daysat30oC

⊂コ Beforestrage J辺ZlAfterstrage

要 旨

(1) Nylon-6粉末,塩化ビニル末及び脱色用樹脂 Asmit173-N,DuoliteS-30でブド

ウ酒の脱色試験を行なったところ, Nylon粉末及び Asmit173-N は他の二つに比較

し,脱色能力がすぐれていた｡ 叉,処理ブドウ酒についての香味の変化はほとんどな

かった｡

(2) 脱色は各波長につき,その波長の全色度への貢献度に従って行なわれた｡

(3) 処理ブドウ酒の復色率はコン トロー/レに比較し小さく, 処理効果が認められた｡
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